
■９月定例会の審議内容等について報告するほか、市民の皆さんから幅広く意見をお聞きします。

■申込み不要で、途中参加、途中退席も可能です。仕事帰りや休日に、お気軽にご参加ください。

１１月 ５ 日 ㊏ １０:００〜１１:３０ 牧コミュニティプラザ

１１月 ８ 日 ㊋ １８:３０〜２０:００ カルチャーセンター

１１月 ９ 日 ㊌ １８:３０〜２０:００ 吉川コミュニティプラザ

１１月 １０ 日 ㊍ １８:３０〜２０:００ 大島地区公民館

（有田地区公民館）

Ｓｉｎｃｅ２００８

上越市議会

議会報告会・意見交換会

どなたでも、 どの会場でもご参加いただけます !

11月30日 ㊌～

　猛暑に続き巨大台風の襲来と、このところの天

候不順は心配になるばかりです。災害対策にも力

を入れてきた昨年度の市政運営を振り返る決算審

査が行われた９月議会の様子をまとめた議会だよ

りをお届けします。市政が身近になることを願っ

ています。　　　広報広聴委員会　平良木　哲也

常任委員会　12月１日 ㊍  ～６日 ㊋
一般質問　　12月７日 ㊌ ～12日 ㊊

上越市議会
ホームページ
上越市議会
ホームページ

表紙写真　直江津沖でメタンハイドレートの研究調査を行う地球深部探査船「ちきゅう」（協力：ＪＡＭＳＴＥＣ）表紙写真　直江津沖でメタンハイドレートの研究調査を行う地球深部探査船「ちきゅう」（協力：ＪＡＭＳＴＥＣ）

次回の定例会は

編集後記

Topics!
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※日程が変更となる場合は、市議会ホームページ等で
　お知らせします。

全国市議会議長会から表彰状と感謝状が贈られました。

石田議長 小林議員飯塚議員



令和３年度　政務活動費の交付状況 ご存じですか？議員連盟の活動

議

員

連

盟

の

活

動

政

務

活

動

費

の

交

付

状

況

特集
２

特集
1

議員連盟とは、議員が特定の目的を持って結成された会です。

上越市議会では５つの議員連盟が活動しています。

０４
保倉川放水路整備促進議員連盟

ミズベリング信濃川やすらぎ堤を視察

０２

０１

日韓親善上越市議会議員連盟

駐新潟大韓民国総領事の表敬訪問
０３

上越食料農業農村議員連盟

中桑取山中での間伐の様子を見学

県道新井柿崎線整備促進議員連盟　　県道新井柿崎線の現地を視察し、整備状況を確認

０５
上越市議会防災士議員連盟

防災・減災対策に関する勉強会を開催

広報費は、主に活動報告作成の経費とし

て使われています。

資料作成費を用いて一般質問で使用するパ

ネルを作成し、わかりやすい質疑になるよう

に努めています。

資料購入費は、図書

や資料等を購入する

ための経費です。

　
政
務
活
動
費
と
は
、
市
政
の
課
題

を
把
握
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
活

動
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
経
費
と
し

て
、
議
員
ま
た
は
会
派
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
交
付
額
は
議
員
(
個
人
)
に
月
額

３
７´

５
０
０
円
、
会
派
は
所
属
議

員
１
人
に
つ
き
月
額
１
２´

５
０
０

円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
半
年
ご
と
に
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
残
額
が
あ

る
場
合
は
、
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
政
務
活
動
費
を
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
経
費
の
範
囲
は
、
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
と
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
収
支
報
告
書
や
領
収
書
等
支
出

関
係
書
類
(
印
刷
物
、
成
果
品
、
報

告
書
を
除
く
)
を
公
開
し
て
い
ま

す
。

資料作成費
（�.�%）
��万円

事務所費
（�.�%）
��万円

調査研究費
（�.�%）
��万円

広聴費
（�.�%）
�万円

研修費
（�.�%）
��万円

資料購入費
（��.�%）
���万円

資料購入費
（�.�%）
��万円

調査研究費
（�.�%）
�万円

令和３年度 政務活動費（会派）の交付状況

※表記単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳が一致しない場合があります。

令和３年度 政務活動費（議員）の交付状況

会議費
（�.�%）
�万円資料作成費

（�.�%）
��万円

議員

支出
1,335万円

広報費
（��.�%）
���万円

会派

支出
252万円

広報費
（��.�％）
���万円

2022. 秋  じょうえつ市議会だより2022. 秋  じょうえつ市議会だより

市議会
ホームページ
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2022. 秋  じょうえつ市議会だより2022. 秋  じょうえつ市議会だより ４５

私たちが知っておきたい決算の７つのポイント ９月定例会のポイント

９月定例会
通 称 “ 決 算 議 会 ”

３・６・９・１２月に開催される定例会のうち、

９月定例会の内容をお届けします。

９月定例会は、主に前年度の決算を審査する、

“決算議会”と称されており、事業の成果や今後

の課題などについて審査しました。

９月定例会の流れ

市長による議案の提案説明　９/１㊍

総括質疑　９/１㊍～２㊎
提案された議案に対する議員による質疑

委員会付託　９/２㊎
４つの常任委員会に審査を付託することを決定⇒市民１人当たり歳出額約５５.６万円

　（令和２年度と比べて１０.５％減）

歳出総額

1,050億5,662万円

民生費
319.84億円

公債費
142.60億円

土木費
133.00億円

総務費
130.08億円

教育費
90.62億円

衛生費
84.17億円

商工費
66.68億円

農林水産業費
45.45億円

消防費
29.32億円

労働費
1.44億円

議会費など
7.37億円

一般質問　９/１６㊎～２２㊍
議員が市政全般にわたって質問し、市の

見解を聞く（関連記事１２〜１９ページ）

委員長報告　９/２７㊋
各常任委員会での審査結果を全員で共有

討論　９/２７㊋
議案に対して賛成・反対とその理由を表明し、

意見をたたかわす（関連記事１０ページ）

採決　９/２７㊋
議案の可否を決める

（関連記事11ページ）

議員全員で全部の案件を審査

するのは時間がかかるので、

4つに分かれて審査するよ！

常任委員会　９/５㊊～１４㊌
総務・厚生・農政建設・文教経済常任委員会に

分かれて付託案件を審査

令和３年度の決算を審査する

本

会
議

０１

本

会
議

０２

本

会
議

０３

委

員
会

０４

本

会
議

０５

本

会
議

０６

本

会
議

０７

本
会

議

０８

私たちが知っておきたい

決算の７つのポイント

※
民
生
費
と
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
経
費

※

公
債
費
と
は
市
の
借
入
金
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

令和３年度決算の歳出総額は、１,０５０億５,６６２万円とな

りました。その決算において、注目すべき７つのポイン

トをご紹介します。

令和３年度決算

歳出

小林古径記念美術館

０１
ｐｏｉｎｔ

なおえつ うみまちアート

０２
ｐｏｉｎｔ

冷暖房を完備してほしい

車いすだとエレベーターが狭いわ…

洋式トイレにしてほしい！

利
用
者
の
声

古径記念室

Ｒ２年度 １０,７９０人

１６,５８３人

入館者数累計

約２７,０００人

Ｒ３年度

来場者

延べ２２,０００人

住宅リフォーム促進事業

０３
ｐｏｉｎｔ

手洗い場の自動水栓化

０４
ｐｏｉｎｔ

新型コロナウイルスワクチン接種

０７
ｐｏｉｎｔ

９,９１５ 万円

補助金額

約５,０００万円

総事業費

約８億円

補助件数

８３０ 件
（申込件数 ２,７５３件）

※補助率：対象工事費の２０％

※補助額：１５万円限度

●水栓操作時の接触を避けるため

●市立小 ・中学校、公立保育園、

　私立幼稚園・ 保育園等

壁・天井部分の老朽化による張り替えや
利用者の声を反映させた大規模改修工事

総合体育館等大規模改修工事

０５
ｐｏｉｎｔ

東京２０２０ オリンピック聖火リレー

０６
ｐｏｉｎｔ

総事業費

約５６２ 万円

沿道の観覧者

１,８００ 人 ※半導体不足により、令和４年度に繰り

　越して実施する施設があります。

●初回・追加接種者数 ●小児接種者数

総事業費

約１３億円
次ページからは、

これら決算についての

注目の質疑をご紹介！

１６０,０５６人

１回目

２回目

３回目
（18歳以上）

（12 歳以上）

１５９,６８０人

９５,３８９人

８０８人

１回目

２回目

（５歳以上１１歳以下）

５人

※Ｒ４.３.３１時点



注目の質疑
　
消
防
団
の
定
員
を
実
団
員
数
に
即
し

て
３
︑
７
１
０
人
か
ら
３
︑
５
６
０
人

に
改
め
る
条
例
の
一
部
改
正
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
︒

●
市
長
／
消
防
団
及
び
市
双
方
で
︑
現

在
の
各
地
域
を
管
轄
す
る
分
団
の
人
員

体
制
で
円
滑
に
消
防
団
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
た
め
︑
現

時
点
の
実
団
員
数
で
地
域
防
災
力
が
維

持
・
確
保
で
き
て
い
る
︒

総括質疑

消
防
団
員
の
適
正
な
人
員
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
︒

Ｑ

総括質疑

Ｑ
●
市
長
／
令
和
３
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
前
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
︑
利
用
者
の

回
復
傾
向
が
見
ら
れ
︑
赤
字
幅
は
約
９
千

万
円
圧
縮
さ
れ
て
い
る
︒
令
和
２
年
度
以

降
の
新
た
な
専
門
外
来
の
開
設
や
︑
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
へ
の
専
従

医
師
の
配
置
な
ど
︑
収
支
改
善
の
取
組
み

の
成
果
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
今
後

も
︑
診
療
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
診
療
科
の
新

設
な
ど
︑
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
収
支
改

善
の
取
組
み
を
鋭
意
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
︑
将
来
に
向
け
て
︑
持
続
的
・
安
定
的

な
病
院
運
営
の
実
現
を
図
る
︒

総括質疑

安
定
的
な
病
院
運
営
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
︒

Ｑ

現
在
の
実
団
員
数
で
地
域

防
災
力
が
維
持
で
き
て
い
る
︒

Ａ

収
支
改
善
に
努
め
︑
持
続
的
︑

安
定
的
な
運
営
を
実
現
す
る
︒

Ａ

●
議
員
／
市
が
若
竹
寮
を
運
営
し
て
い
た

平
成
��
年
度
の
運
営
費
約
２
億
３
︑
５
０

０
万
円
に
対
し
て
︑
令
和
３
年
度
の
指
定

管
理
料
は
２
億
９
９
２
万
円
と
減
少
し
た
︒

以
前
の
よ
う
な
予
算
を
し
っ
か
り
と
確
保

し
︑
さ
ら
に
︑
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
手
厚
く
養
育
す
る
た

め
︑
指
定
管
理
料
の
上
乗
せ
も
必
要
で
は

な
い
か
︒

●
こ
ど
も
課
／
国
の
基
準
に
基
づ
き
仕
様

を
決
め
︑
指
定
管
理
料
を
定
め
て
い
る
︒

指
定
管
理
者
と
の
協
議
に
お
い
て
︑
管
理

料
に
つ
い
て
の
要
望
は
な
い
︒

●
福
祉
課
／
農
作
業
の
繁
忙
期
は
障
害
者

福
祉
団
体
が
対
応
で
き
な
い
ほ
ど
の
依
頼

が
あ
り
︑
断
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

る
︒
冬
場
の
作
業
が
な
い
か
︑
農
業
の
関

係
部
署
と
検
討
し
た
い
︒

委員会

市
直
営
時
よ
り
指
定
管
理
料
が
少

な
い
︒
同
等
の
予
算
を
確
保
し
て
は
︒

Ｑ

国
の
基
準
に
基
づ
き
決
め
て
い
る
︒

指
定
管
理
者
か
ら
要
望
も
な
い
︒

Ａ

●
議
員
／
通
園
バ
ス
の
園
児
送
迎
時
の
確

認
体
制
は
ど
う
か
︒
人
的
な
確
認
に
は
限

度
が
あ
る
た
め
︑
セ
ン
サ
ー
等
の
機
械
的

な
チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
︒

●
保
育
課
／
保
育
園
到
着
時
の
確
認
に
加

え
︑
園
内
で
の
出
欠
確
認
を
行
っ
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
と
し
て
バ
ス
の
消
毒
作
業
を
行
う
際
も

確
認
し
て
い
る
︒
機
械
的
な
チ
ェ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
︑
費
用
対
効
果
も
含
め
て
検
討

し
た
い
︒

委員会

送
迎
時
の
確
認
体
制
は
︒
機
械
等
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
の
検
討
は
︒

Ｑ

到
着
時
や
園
内
で
確
認
し
て
い
る
︒

機
械
的
な
チ
ェ
ッ
ク
は
検
討
す
る
︒

Ａ

●
高
齢
者
支
援
課
／
所
得
に
対
す
る
割
合

に
つ
い
て
は
︑
次
回
の
保
険
料
改
定
の
際

に
検
討
し
た
い
︒
ま
た
︑
第
４
段
階
に
つ

い
て
は
市
民
税
課
税
世
帯
で
あ
る
た
め
︑

第
３
段
階
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
と
比
べ

る
と
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
︒

委員会

保
険
料
の
割
合
は
適
切
か
︒

特
に
第
４
段
階
は
負
担
が
大
き
い
︒

Ｑ

次
回
の
改
定
で
検
討
す
る
︒
第
４
段

階
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
く
︒

Ａ

委員会

農
福
連
携
が
広
が
り
を
見
せ
る
中

課
題
は
あ
る
の
か
︒

Ｑ

農
作
業
繁
忙
期
は
依
頼
多
数
で
障
害

者
福
祉
団
体
が
対
応
し
き
れ
な
い
︒

Ａ
　
市
外
か
ら
移
住
し
︑
住
宅
を
取
得
し
た

人
を
支
援
す
る
移
住
定
住
応
援
住
宅
取
得

補
助
金
に
つ
い
て
︑
今
後
の
申
請
見
込
み

に
合
わ
せ
て
１
︑
１
２
０
万
円
増
額
す
る

補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
︒

●
市
長
／
こ
れ
ま
で
の
相
談
件
数
や
昨
年

度
の
利
用
実
績
か
ら
令
和
４
年
度
の
利
用

見
込
み
を
��
件
１
︑
９
３
０
万
円
と
改
め

て
推
計
し
た
︒

　
障
害
の
あ
る
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
に

つ
な
が
る
就
労
支
援
の
一
つ
と
し
て
︑
農

業
分
野
へ
の
就
労
を
推
進
し
︑
必
要
な
技

術
・
体
力
・
意
欲
を
養
う
農
福
連
携
障
害

者
就
労
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
総
合
計
画
と
は
︑
市
の
最
上
位
計
画

で
あ
り
︑
こ
れ
か
ら
の
上
越
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
︒

現
行
の
第
６
次
総
合
計
画
が
令
和
５
年

３
月
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
︑
第
７
次

総
合
計
画
の
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
ま

す
︒
今
回
の
所
管
事
務
調
査
で
は
︑
現

在
の
取
組
状
況
や
計
画
の
全
体
構
成
︑

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
︒

　
核
兵
器
が
も
た
ら
し
た
悲
惨
な
歴
史

や
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

る
た
め
︑
毎
年
８
月
６
日
に
広
島
市
で

行
わ
れ
る
平
和
記
念
式
典
に
市
内
中
学

校
の
代
表
生
徒
を
派
遣
し
て
い
ま
す
︒

●
議
員
／
将
来
の
﹁
あ
り
た
い
姿
﹂
に

は
︑
２
０
４
０
年
の
姿
を
設
定
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
︒
何
か
想
定

外
の
こ
と
が
起
き
た
場
合
︑
計
画
ど
お

り
取
り
組
め
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
︒

●
企
画
政
策
部
長
／
人
口
動
態
の
変
化

や
高
齢
者
人
口
の
ピ
ー
ク
が
２
０
４
０

年
で
あ
る
と
し
た
国
の
資
料
を
参
考
に
︑

あ
る
程
度
の
目
安
と
し
て
設
定
し
て
い

る
︒
今
後
︑
市
民
等
に
説
明
す
る
際
に

は
︑
工
夫
し
て
い
き
た
い
︒

総括質疑

近
年
の
移
住
傾
向
を
考
え
る
と

も
っ
と
増
額
す
べ
き
で
は
︒

Ｑ

こ
れ
ま
で
の
実
績
な
ど
か
ら

見
込
み
金
額
を
推
計
し
て
い
る
︒

Ａ
●
議
員
／
市
長
の
考
え
が
市
民
に
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
る
よ
う
な
広
報
を
︒
市
長
が

こ
れ
か
ら
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
を
ど
ん
ど
ん
市
民
に
発
信
し
て
い
く

べ
き
で
は
︒

●
総
務
管
理
部
長
／
市
長
が
ど
ん
な
人

か
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
自
己
紹
介

動
画
を
配
信
し
た
︒
議
員
か
ら
の
意
見

は
︑
市
長
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
︒

委員会

市
長
自
ら
の
考
え
を
市
民
に

も
っ
と
発
信
し
て
い
く
べ
き
︒

Ｑ

自
己
紹
介
動
画
に
取
り
組
ん
だ
︒

意
見
を
市
長
に
伝
え
る
︒

Ａ

委員会

市
の
あ
り
た
い
姿
に
つ
い
て

２
０
４
０
年
の
姿
は
不
要
で
は
︒

Ｑ

目
安
と
し
て
設
定
し
た
︒

市
民
に
説
明
す
る
際
は
工
夫
す
る
︒

Ａ

委員会

令
和
４
年
度
の
中
学
生
派
遣

８
人
に
な
っ
た
理
由
は
︒

Ｑ

広
島
市
で
の
活
動
の
し
や
す
さ

な
ど
を
考
え
て
８
人
に
し
た
︒

Ａ
●
議
員
／
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生

派
遣
事
業
は
︑
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
︑
ど
の

よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
て
︑
令
和
４
年

度
の
派
遣
人
数
が
８
人
に
な
っ
た
の
か
︒

●

共
生
ま
ち
づ
く
り
課
／
広
島
市
で
の

中
学
生
の
活
動
の
し
や
す
さ
や
︑
３
年

で
市
内
の
全
中
学
校
か
ら
代
表
生
徒
を

派
遣
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
︑
８
人

と
し
た
︒

献鶴の様子

第８期（令和３年度から令和５年度）介護保険料（第１段階から第４段階まで）

※基準額８０,２００円に割合を乗じて得た額が保険料となる。

段階 対象者

第１段階
生活保護者及び老齢福祉年金受給者または課税年金収入額及び合計

所得金額の合計額が８０万円以下で市民税世帯非課税の人

市民税世帯非課税かつ第１段階の対象者以外で課税年金収入額及び

合計所得金額の合計額が１２０万円以下の人

市民税世帯非課税かつ第１段階の対象者以外で課税年金収入額及び

合計所得金額の合計額が１２０万円を超える人

市民税非課税で課税年金収入額及び合計所得金額の合計額が８０万円

以下の人（世帯内に市民税課税者がいる場合）

第２段階

第３段階

第４段階

基準額に
対する割合

０.２０

０.２６

０.５１

０.９２

2022. 秋  じょうえつ市議会だより2022. 秋  じょうえつ市議会だより ６７

注目の質疑 ９月定例会のポイント

消
防
団

上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院

若
竹
寮

通
園
バ
ス

介
護
保
険
料

障
害
者
就
労

移
住
定
住

総
合
計
画

広
島
平
和
記
念
式
典

広
報



　
住
宅
等
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
に
つ
い
て
︑
令
和

３
年
度
は
制
度
を
拡
充
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
︒

総括質疑

抽
選
で
落
選
し
た
多
く
の
市
民
を

ど
う
認
識
し
︑
ど
う
対
応
し
た
か
︒

Ｑ
●
議
員
／
上
越
市
事
業
者
経
営
支
援
金
の

実
施
に
当
た
っ
て
︑
制
度
の
趣
旨
に
反
し

て
対
象
外
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
︑

そ
の
課
題
に
つ
い
て
の
検
証
や
改
善
点
に

つ
い
て
聞
き
た
い
︒

●
市
長
／
令
和
３
年
３
月
に
制
度
を
創
設

し
て
︑
現
在
第
５
次
を
実
施
し
て
お
り
︑

令
和
４
年
８
月
ま
で
に
総
額
約
��
億
円
を

執
行
し
た
︒
第
１
次
の
支
援
で
は
︑
一
部

の
事
業
者
が
制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
対
象

外
と
な
る
等
の
課
題
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
︑
第
１
次
の
期
間
内
に
速
や
か
に
制

度
を
改
正
し
対
応
し
た
︒
第
２
次
以
降
は
︑

適
時
︑
地
域
経
済
の
状
況
変
化
に
対
応
し

た
支
援
を
し
て
い
る
︒
今
後
も
必
要
な
支

援
を
検
討
︑
実
施
し
て
い
く
︒

総括質疑

給
付
対
象
外
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

課
題
検
証
や
改
善
を
行
っ
た
の
か
︒

Ｑ

令
和
４
年
度
の
予
算
は
１
億

２
︑
０
０
０
万
円
に
増
額
し
て
対
応
︒

Ａ

制
度
を
改
正
し
︑
状
況
変
化
に

対
応
し
た
支
援
を
行
っ
た
︒

Ａ

●
議
員
／
上
越
学
生
寮
奨
学
金
制
度

の
基
金
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
��
年
以

上
経
過
し
て
い
る
が
︑
貸
し
付
け
た

人
の
活
躍
状
況
は
ど
う
か
︒

●
教
育
総
務
課
／
奨
学
生
の
活
躍
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
︒

●
議
員
／
貸
し
付
け
た
当
時
大
学
生

で
あ
れ
ば
︑
現
在
は
社
会
人
の
中
堅

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
思
わ
れ
る
︒
地
元
に

貢
献
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
支

援
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
︑
成
果
な

ど
を
調
べ
て
は
ど
う
か
︒

●
教
育
部
長
／
成
果
を
出
さ
れ
た
年

代
の
方
に
講
演
を
依
頼
す
る
な
ど
︑

こ
の
制
度
の
成
果
が
当
市
に
還
元
さ

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
︑
こ
の

制
度
を
利
用
し
た
方
の
状
況
を
し
っ

か
り
と
見
守
っ
て
い
き
た
い
︒

委員会

基
金
設
立
か
ら
��
年
が
経
過

そ
の
成
果
や
実
績
は
︒

Ｑ

奨
学
生
の
活
躍
は
把
握
し
て
な
い
︒

市
に
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
︒

Ａ

●
上
越
も
の
づ
く
り
振
興
セ
ン
タ
ー
／

認
知
度
を
高
め
︑
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
︑
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︑
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
視
聴
で
き
る
動
画
等
の
活

用
や
︑
見
本
市
や
百
貨
店
等
の
大
き
な

店
舗
と
認
証
品
事
業
者
を
つ
な
げ
る
取

組
み
︑
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
な
ど
︑

消
費
者
か
ら
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

商
品
を
事
業
者
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
︑

フ
ァ
ン
を
開
拓
し
て
い
き
た
い
︒

委員会

ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
の
た
め
の

方
法
や
施
策
は
あ
る
か
︒

Ｑ

認
知
度
を
高
め
る
取
組
み
を
進
め
︑

フ
ァ
ン
を
開
拓
し
て
い
く
︒

Ａ

委員会

当
市
の
優
位
性
を
産
業
技
術
総
合
研

究
所
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
︒

Ｑ

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
出
都
市
と
し
て
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
︒
取
り
組
む
︒

Ａ

委員会

高
ス
ト
レ
ス
判
定
��
人
の
う
ち
面

接
指
導
��
人
︑
少
な
い
の
で
は
︒

Ｑ

教
職
員
自
身
が
辞
退
し
て
い
る
︒

可
能
な
限
り
指
導
し
た
い
︒

Ａ ●
議
員
／
当
市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
港
湾
や
︑

東
京
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
あ
り
︑
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
活
用
環
境
が

整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
産
業
技
術
総

合
研
究
所
に
優
位
性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
ほ
し
い
︒

●
産
業
立
地
課
／
世
界
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
重
要
視
さ
れ
る
中
︑
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
出
都
市
に
な
る
こ
と
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
︒
産
業
技
術
総
合
研

究
所
や
国
の
情
報
収
集
を
し
な
が
ら
︑

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

●
学
校
教
育
課
／
教
職
員
自
身
の
判
断

で
面
接
を
辞
退
す
る
現
状
も
あ
る
︒
各

学
校
で
︑
ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境
づ
く

り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
も
ら
う
と
と

も
に
︑
可
能
な
限
り
面
接
を
受
け
て
も

ら
え
る
よ
う
に
校
長
会
を
通
じ
て
指
導

し
た
い
︒

　
公
共
下
水
道
整
備
区
域

の
見
直
し
を
は
じ
め
と
す
る
︑

下
水
道
事
業
会
計
の
経
営

健
全
化
に
向
け
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
︒

　
第
４
次
食
育
推
進
計
画
策
定
に
当
た

り
︑
食
育
に
関
す
る
市
民
の
意
識
・
実

態
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
︑
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒

総括質疑

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
検
討
か
︒

地
域
住
民
か
ら
の
声
は
︒

Ｑ

整
備
区
域
の
更
な
る
見
直
し
な
ど
を

検
討
︒
様
々
な
声
を
い
た
だ
い
た
︒

Ａ

委員会

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に

至
っ
た
経
緯
と
背
景
は
︒

Ｑ

総
事
業
費
積
算
の
結
果
︑
経
営
戦
略

の
金
額
と
乖
離
し
て
い
た
た
め
︒

Ａ
●
議
員
／
下
水
道
事
業
会
計
の
経
営
健
全

化
に
向
け
た
検
討
と
は
︑
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
か
︒
ま
た
︑
区
域
の
見
直
し

に
関
し
て
︑
該
当
す
る
地
域
に
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
︑
地
域
住
民
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
声
が
出
さ
れ
て
い
る
の
か
︒

●
市
長
／
公
共
下
水
道
整
備
区
域
の
更
な

る
見
直
し
や
汚
水
連
携
事
業
の
再
検
討
に

よ
る
全
体
事
業
費
の
縮
減
の
ほ
か
︑
下
水

道
セ
ン
タ
ー
な
ど
処
理
場
施
設
の
更
新
事

業
の
平
準
化
の
検
討
を
行
っ
た
︒
地
域
住

民
か
ら
は
︑
合
併
処
理
浄
化
槽
区
域
に
転

換
す
る
た
め
の
説
明
会
の
中
で
︑
見
直
し

の
理
由
や
下
水
道
整
備
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
︒

●
議
員
／
一
部
町
内
会
が
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
に
至
っ
た
経
緯
や
背
景
は
何

か
︒
地
元
の
皆
さ
ん
は
︑
自
分
た
ち
の
と

こ
ろ
に
公
共
下
水
道
が
来
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
︒

●
下
水
道
建
設
課
／
令
和
２
年
度
の
第
二

期
公
共
下
水
道
整
備
計
画
作
成
に
伴
い
︑

未
整
備
区
域
や
工
事
等
の
総
事
業
費
を
積

算
し
た
結
果
︑
経
営
戦
略
で
定
め
た
金
額

と
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
た
め
で
あ
る
︒

●
建
築
住
宅
課
／
８
月
ま
で
に
��
件
の
申

請
が
あ
っ
た
が
︑
市
民
の
中
に
い
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
︒
広
報
や

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
様
々
な
媒
体

を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
た
い
︒

●
議
員
／
申
請
し
た
も
の
の
落
選
し
た

多
く
の
市
民
が
い
る
︒
こ
の
点
に
つ
い

て
︑
ど
う
認
識
し
︑
ど
う
対
応
し
た
の

か
︒

●
市
長
／
予
算
額
１
億
円
に
対
し
２
︑

７
５
３
件
︑
３
億
３
千
万
円
分
の
申
込

み
が
あ
っ
た
が
︑
実
際
に
支
援
で
き
た

ケ
ー
ス
は
金
額
ベ
ー
ス
で
約
３
割
と

な
っ
た
︒
し
か
し
︑
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
︑
ま
た
︑
年

度
途
中
で
の
制
度
の
変
更
は
︑
公
平
性

が
担
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
︑
当
初
予
定
ど
お
り
実
施
し
た
︒

な
お
︑
令
和
４
年
度
は
︑
予
算
規
模
を

１
億
２
︑
０
０
０
万
円
に
増
額
し
対
応

し
て
い
る
︒

委員会

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
︒

Ｑ

高
校
生
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
初
実
施
︒

食
育
推
進
計
画
等
に
反
映
す
る
︒

Ａ

委員会

屋
根
雪
下
ろ
し
命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー

市
と
し
て
普
及
を
図
る
べ
き
︒

Ｑ

市
民
に
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
︒

周
知
し
て
い
く
︒

Ａ

●
議
員
／
食
育
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分

析
結
果
に
基
づ
い
て
︑
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
︒

●
農
政
課
／
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
合
わ

せ
て
︑
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
初
め
て

行
っ
た
︒
今
後
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

食
育
推
進
計
画
並
び
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
反
映
さ
せ
て
い
く
︒

●
議
員
／
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
高
校
生

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
違
い
は
あ
っ
た

か
︒

●
農
政
課
／
食
育
に
関
心
が
あ
る
か
の

問
い
に
︑
市
民
︑
高
校
生
と
も
に
��
％

が
あ
る
と
回
答
︒
毎
日
朝
食
を
食
べ
る

か
の
問
い
に
︑
市
民
��
％
︑
高
校
生

��
％
が
食
べ
る
と
回
答
し
︑
大
き
な
違

い
は
無
か
っ
た
︒
高
校
生
の
み
に
実
施

し
た
設
問
で
︑
家
で
料
理
の
手
伝
い
等

を
す
る
か
の
問
い
に
︑
��
％
が
し
な
い

と
回
答
し
て
お
り
︑
何
か
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
︒

令和３年度に認証された

工業製品と特産品

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

の
長
期
化
に
よ
り
︑
複
数
月
に
わ
た
り
著

し
く
売
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
市
内
中
小

企
業
者
等
へ
の
支
援
金
が
給
付
さ
れ
ま
し

た
︒

　
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
専
門
的
知

識
を
有
す
る
人
材
︑
ま
ち
づ
く
り
の
指

導
者
と
な
る
人
材
等
を
支
援
す
る
た
め
︑

上
越
地
域
出
身
の
学
業
に
優
れ
た
学
生

等
に
対
し
て
貸
付
け
を
行
う
上
越
学
生

寮
奨
学
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　
市
内
中
小
企
業
等
の
優
れ
た
工
業
製

品
や
特
産
品
を
﹁
メ
イ
ド
・
イ
ン
上

越
﹂
と
し
て
認
証
す
る
こ
と
で
︑
域
内

外
に
広
く
発
信
し
︑
そ
の
販
路
開
拓
・

販
売
促
進
を
支
援
し
て
い
ま
す
︒

スノーポールスノーポール

電着ドラム電着ドラム

越後姫バター越後姫バター

唐辛子醤油唐辛子醤油
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注目の質疑 ９月定例会のポイント

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
経
営
支
援
金

奨
学
金

メ
イ
ド
・
イ
ン
上
越

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

教
職
員
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

下
水
道

　
雪
下
ろ
し
に
伴
う

転
落
事
故
の
防
止
を

目
的
に
︑
命
綱
固
定

ア
ン
カ
ー
等
を
設
置

す
る
工
事
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
︒

命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー

食
育
推
進
計
画
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討論・審議結果

議
案
等
番
号

議
決
結
果

賛否が分かれた案件

９月定例会のポイント

討論
討論とは、議員が提案された議案等に対して、賛成か反対かを表明する

ものです。その討論の内容も踏まえて、採決に進みます。

　コロナ禍への対応策に総額１４０ 億円の予算を投じ、苦闘する市民に対

して適時適切な支援を間髪入れずに行ったことや、新たに情報政策室を設

置し、本格的なデジタル化推進に取り組んだこと、また、移住定住の促進

や除雪オペレーター人材の確保に努めたことを高く評価し、全議案に賛成

する。引き続き、堅実な財政運営に努めていただきたい。 

　財政健全化に注力した村山市政を引き継いだ中川市政だが、踏襲する中

で手堅く財政運営をしたことや、令和２年度の豪雪を鑑みて市道の除排雪

の増額に対応したことを高く評価し、全議案に賛成する。令和３年度に成

人式を開催したが、令和２年度開催できなかった皆様の思いに寄り添って

引き続き代替措置を検討することを要望する。 

　ファミリーサポートセンターの対象年齢の上限を１２歳から１８歳に拡

充したことや、豪雪などの災害で被災した施設等の復旧に対して全力で取

り組んだことを大いに評価し、全議案に賛成する。複雑化する市民ニーズ

に応えるため、失敗を恐れず果敢に挑戦するとともに、市民の命と暮らし

を守るための施策を着実に実施することを強く要望する。

　令和２年度を上回る１４ 回の補正予算を編成し、経済対策や感染症予防

対策に取り組んだことや、様々な分野において対策等に取り組んだことを

大いに評価する。より高いコスト意識をもって、市政業務におけるデジタ

ル化の拡大などにより、一歩進んだ持続可能な行財政運営で取り組むこと

を期待して、全議案に賛成する。

　子育て世帯の経済的負担軽減や、仕事と育児を両立し、安心して働くこ

とのできる環境づくりを進めたことは、子育て全国一を目指す上越市の施

策として評価する。また、商工団体が取り組むプレミアム付き商品券発行

事業や住宅リフォーム促進事業の制度を拡充して実施したことも評価し、

全議案に賛成する。より大胆かつ機動的な財政投入を期待する。 

会派を代表して、6人の議員が討論を行いました。

反

　対

賛

　成

賛

　成

賛

　成

　コロナ禍やエネルギー価格上昇の視点で、時宜を得た素早い支援策が適

切に打たれたと言えない。公共施設を適正配置の名の下に、現に利用され

ている施設を含めて廃止、譲渡している点など是正すべき市政運営を継続

している点も問題だ。特別会計においては、低所得者ほど過酷な負担になっ

ている点が依然として改善されていないことから、４議案に反対する。 
日本共産党議員団

公明党

みらい

創風

久比岐野

政新クラブ

賛成！ 反対！

◎：出席者全員賛成で可決　○：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）

案件の種類

決　　算

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

議案第92号

議案第93号

議案第94号

議案第95号

議案第96号

議案第97号

議案第98号

議案第99号

議案第100号

請願第4号

同意案第6号

発議案第3号

令和3年度上越市一般会計歳入歳出決算認定について

　　　 〃　　　国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

　　　 〃　　　診療所特別会計歳入歳出決算認定について

　　　 〃　　　介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

　　　 〃　　　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

　　　 〃　　　病院事業会計決算認定について

　　　 〃　　　下水道事業会計決算認定について

　　　 〃　　　ガス事業会計決算認定及び利益の処分について

　　　 〃　　　水道事業会計決算認定及び利益の処分について

　　　 〃　　　工業用水道事業会計決算認定について

令和4年度上越市一般会計補正予算（第3号）

　　　 〃　　　国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

　　　 〃　　　介護保険特別会計補正予算（第1号）

　　　 〃　　　後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

　　　 〃　　　下水道事業会計補正予算（第1号）

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

上越市議会議員及び上越市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例等の一部改正について

上越市手数料条例の一部改正について

上越市市民プラザ条例の一部改正について

上越市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について

上越市中小企業者向け融資に係る損失補償に関する条例の一部改正について

上越市三和ネイチャーリングホテル米本陣条例の廃止について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

工事施行協定の一部変更について

財産の減額譲渡について

損害賠償の額の決定について

生活保護対象者の冷暖房機器（家具什器）購入費用の助成を求める請願書

上越市副市長の選任について

私立高校の公費（私学助成）増額を求める意見書

○

○

◎

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

×

◎

◎

補正予算

条　　例

そ の 他

請　　願

同　　意

発　　議

議決結果案件名

※議長（石田裕一）は採決に加わらない。

○：賛成　×：反対　欠：欠席

合計
久比岐野 政新クラブ みらい 創風 公明党

会派に
属さな
い議員

日本共産党
議員団

会派

木
南
和
也

反
対

賛
成

安
田
佳
世

橋
本
洋
一

大
島
洋
一

渡
邉
隆

飯
塚
義
隆

江
口
修
一

鈴
木
め
ぐ
み

牧
田
正
樹

丸
山
章

小
林
和
孝

滝
沢
一
成

栗
田
英
明

こ
ん
ど
う
彰
治

髙
橋
浩
輔

高
山
ゆ
う
子

中
土
井
か
お
る

宮
川
大
樹

本
山
正
人

波
多
野
一
夫

小
山
よ
う
こ

宮
﨑
朋
子

池
田
尚
江

武
藤
正
信

平
良
木
哲
也

上
野
公
悦

橋
爪
法
一

山
田
忠
晴

杉
田
勝
典

宮
越
馨

石
田
裕
一

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン

恵
美
子

74

75

77

78

請願4

可決

可決

可決

可決

不採択

28

28

28

28

10

2

2

2

2

20

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

○

欠

欠

欠

欠

欠

-

-

-

-

-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

審  議  結  果

議案第 74 号から議案第 100号までに対して



　一般質問とは、議員が市の行政全般にわたって、市長や教育長等に方針・見解・事実

の説明・報告などを求めるものです。今定例会では、２３人が登壇し、１５２の質問で論

戦を繰り広げました。 その中から一部抜粋して掲載します。

152の視点
一 般 質 問

二次元コードを読み取ると、その議員の一般質問の動画を視聴できます。
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問
／
各
競
技
団
体
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
新
設
・
大
規
模

改
修
の
要
望
が
あ
る
が
︑
検
討
状
況
は
ど
う
か
︒

答
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
︑
サ
ッ
カ
ー
︑
テ
ニ
ス
︑
野
球
︑
水

泳
︑
陸
上
競
技
︑
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
︑
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
施
設
整
備
の
要
望
を
受
け
て
い
る
︒
整
備
内
容

や
維
持
管
理
経
費
︑
財
源
の
確
保
︑
経
済
効
果
な
ど
の
条

件
を
精
査
し
︑
検
討
を
進
め
る
︒

通
年
観
光

　住
民
の
反
応
は
？

問
／
寺
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
意
見
交
換
を
終
え
て

の
感
想
や
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
︒

答
／
ま
ち
づ
く
り
の
悩
み
や
課
題
︑
観
光
客
を
迎
え
る
戸

惑
い
を
聞
き
︑
地
域
と
膝
を
交
え
︑
地
域
の
将
来
を
共
に

議
論
す
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
た
︒

上
越
妙
高
駅
を
﹁
ま
ち
の
顔
﹂
に
！

問
／
上
越
妙
高
駅
周
辺
は
︑
﹁
ま
ち
の
顔
﹂
と
し
て
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
が
︑
今
後
の
活
用
は
ど
う
か
︒

答
／
新
産
業
の
創
出
を
促
す
象
徴
的
な
エ
リ
ア
形
成
を
目

指
し
︑
地
域
Ｄ
Ｘ
の
推
進
力
と
な
る
情
報
系
企
業
の
進
出

を
促
し
て
い
く
︒

︵
仮
称
︶
地
域
独
自
の
予
算
へ
の
不
安
解
消
へ

問
／
地
域
協
議
会
会
長
会
議
の
意
見
に
対
す
る
考
え
は
︒

答
／
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
︑
仕
組
み
を
つ
く
り
︑
地

域
と
と
も
に
取
組
み
を
実
現
し
て
い
き
た
い
︒

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の

更
な
る
機
能
強
化
を
！

　

髙
橋

　浩
輔
(
み
ら
い
)

小
麦
高
騰
で
米
粉
の
利
活

用
拡
大
を
目
指
し
て
は
！

杉
田

　勝
典
(
公
明
党
)

映
画
ロ
ケ
な
ど
を

活
用
し
た
地
域
振
興
は

橋
本

　洋
一
(
久
比
岐
野
)

問
／
食
糧
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
︑
国
消
国
産
︑
自
給

率
を
高
め
る
こ
と
を
政
策
の
中
心
に
据
え
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
︒
ま
た
︑
学
校
給
食
に
有
機
食
材
の
導
入
と

地
元
産
野
菜
の
利
用
促
進
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
︒

答
／
有
機
食
材
を
学
校
給
食
に
使
用
す
る
場
合
は
︑
作
付

面
積
の
拡
大
が
必
要
と
な
る
︒
生
産
者
の
意
向
を
聞
き
︑

有
機
農
業
の
推
進
に
注
力
す
る
︒
地
元
野
菜
の
使
用
割
合

は
︑
平
成
��
年
度
が
約
４
・
５
％
︑
令
和
３
年
度
で
は
約

��
％
へ
高
め
て
き
た
︒
農
政
部
門
と
協
力
し
︑
地
場
産
野

菜
の
確
保
に
努
め
︑
地
産
地
消
の
取
組
み
を
推
進
す

る
︒ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
拡
大
を
！

問
／
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
拡
大
す
る
通
学
方
法
の
見
直
し
が

で
き
な
い
か
︒

答
／
通
学
実
態
や
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
︑
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
導
入
を
含
め
︑
学
校
や
保
護
者
と
協
議
す
る
︒

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
の
開
院
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

問
／
セ
ン
タ
ー
病
院
の
開
院
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
︒

答
／
令
和
��
年
度
ま
で
の
竣
工
が
要
件
の
合
併
特
例
債
を

活
用
し
︑
可
能
な
限
り
早
期
の
着
手
を
目
指
す
︒

問
／
県
道
上
越
脇
野
田
新
井
線
は
︑
歩
道
が
狭
く
除
雪
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
︒
県
に
早
期
の
働
き
か
け
を
︒

答
／
様
々
な
機
会
を
捉
え
︑
要
望
活
動
に
取
り
組
む
︒

問
／
現
時
点
の
拠
点
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
︒

答
／
知
的
と
身
体
の
分
野
は
︑
現
在
の
４
事
業
所
が
得
意

と
す
る
︒
精
神
を
得
意
と
す
る
事
業
所
は
少
な
い
︒

問
／
今
後
の
機
能
強
化
の
見
通
し
は
ど
う
か
︒

答
／
事
業
所
の
増
が
必
要
か
︑
今
後
研
究
し
て
い
く
︒

障
害
の
あ
る
方
の
﹁
親
亡
き
後
﹂
へ
の
備
え
は
？

問
／
障
害
の
あ
る
方
の
﹁
親
亡
き
後
﹂
を
考
え
る
た
め
︑

家
族
︑
事
業
所
︑
行
政
の
三
者
で
継
続
的
に
話
し
合
う
場

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
︒

答
／
自
立
支
援
協
議
会
及
び
部
会
の
中
で
協
議
は
可
能
と

考
え
て
お
り
︑
取
組
み
を
継
続
す
る
中
で
︑
場
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
︒

上
杉
謙
信
公
の
節
目
の
年
に
向
け
た
取
組
状
況
は
？

問
／
計
画
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
い
つ
か
︒

答
／
今
年
度
中
は
難
し
い
が
︑
着
手
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
は
少
し
で
も
早
く
着
手
し
た
い
︒

問
／
取
組
み
へ
の
意
気
込
み
は
︒

答
／
初
め
て
上
越
に
来
た
時
︑
こ
の
地
に
春
日
山
城
が

あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
︒
こ
の
感
動
を
全
国
と
世
界
に
伝

え
て
ゆ
け
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
た
い
︒

問
／
小
麦
高
騰
で
米
粉
利
活
用
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
︒

答
／
米
粉
専
用
品
種
の
改
良
や
製
粉
技
術
の
開
発
で
︑
米

粉
活
用
の
新
商
品
の
開
発
や
起
業
が
進
む
可
能
性
も
あ
る
︒

﹁
ク
ラ
ウ
ド
型
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
導
入
し
て
は

問
／
契
約
事
務
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
す
る
取
組
み
を
︒

答
／
導
入
の
費
用
対
効
果
な
ど
︑
県
及
び
県
内
市
町
村
と

の
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
も
含
め
︑
検
討
を
進
め
る
︒

﹁
地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
﹂
を
開
設
し
て
は

問
／
農
業
・
観
光
・
健
康
等
の
メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
開
設
し
て
は
ど
う
か
︒

答
／
民
間
業
者
や
大
学
等
と
連
携
し
︑
産
学
官
に
よ
る
推

進
体
制
構
築
や
デ
ジ
タ
ル
人
材
確
保
・
育
成
を
図
る
︒

地
元
産
木
材
の
供
給
増
に
向
け
︑
上
越
産
材
の
輸
出
も

問
／
地
元
木
材
関
連
業
者
等
と
の
一
層
の
連
携
を
︒

答
／
﹁
上
越
地
域
県
産
材
需
給
協
議
会
﹂
を
中
心
に
地
元

産
材
の
供
給
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
販
路
拡
大
も
重

要
で
あ
り
︑
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
︒

道
の
駅
・
よ
し
か
わ
杜
氏
の
郷
の
活
性
化
の
戦
略
を

問
／
活
性
化
を
目
指
し
︑
戦
略
を
模
索
し
て
は
︒

答
／
頸
北
地
域
の
特
産
品
の
販
売
強
化
も
含
め
︑
周
辺
施

設
と
一
体
と
な
っ
た
誘
客
を
進
め
︑
道
の
駅
の
更
な
る
魅

力
向
上
に
努
め
る
︒

問
／
当
地
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
﹁
突
入
せ
よ
！
あ
さ
ま
山

荘
事
件
﹂
や
﹁
１
８
９
︵
い
ち
は
や
く
︶
﹂
が
上
映
さ
れ

た
が
︑
撮
影
支
援
や

映
画
を
利
用
し
た
地

域
活
性
化
︑
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
当
市
に
お
け

る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
取
組
み
は

ど
う
か
︒

答
／
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
︑
当
市
の
知
名
度
向
上

や
観
光
誘
客
︑
撮
影
ス
タ
ッ
フ
の
宿
泊
な
ど
様
々
な
効
果

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
平
成
��
年
に
﹁
上
越
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹂
を
設
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
︑
映
画

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
︑
Ｃ
Ｍ
撮
影
な
ど
の
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
る
︒
ま
た
︑
当
市
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
映
画
の
中

で
︑
制
作
会
社
か
ら
了
承
が
得
ら
れ
た
作
品
は
︑
﹁
上
越

観
光
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
﹂
で
紹
介
し
て
︑
誘
客
促
進
に
努
め
て
い

る
︒

　
市
と
し
て
は
︑
引
き
続
き
︑
日
本
海
に
沈
む
夕
日
や
日

本
の
原
風
景
で
あ
る
棚
田
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
雁

木
を
は
じ
め
と
す
る
当
市
特
有
の
歴
史
な
ど
を
強
み
と
し

て
発
信
し
︑
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
る
よ
う
上
越
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
や
新
潟
県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
協
会

な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
︒

有
機
米
・
有
機
食
材
を

　

学
校
給
食
に
！

　
　
　
　

牧
田

　正
樹
(
政
新
ク
ラ
ブ
)

体
育
施
設
！

新
設
に
向
け
た
取
組
み
は
？

こ
ん
ど
う

　彰
治
(
政
新
ク
ラ
ブ
)

※

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
と
は
︑
障
害
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
す
る
機
能
を
持
つ
施
設
等
の
こ

　
と
︒
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問
／
令
和
４
年
８
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
﹁
ま
ち
づ
く
り

学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
で
︑
﹁
公
共
の
自
習
室
の
充

実
﹂
と
の
提
案
が
あ
っ
た
︒
高
田
図
書
館
内
で
子
ど
も
が

安
心
し
て
学
習
で
き
る
環
境
整
備
を
望
む
︒

答
／
高
田
図
書
館
の
一
階
に
あ
る

会
議
室
を
自
習
室
と
し
て
開
放
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
︒

万
全
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
！

問
／
令
和
４
年
５
月
に
市
内
中
学
校
で
ア
レ
ル
ギ
ー
食
材

の
誤
食
が
あ
っ
た
と
公
表
さ
れ
た
︒
事
案
の
検
証
と
安
心

し
て
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
対
策
は
︒

答
／
命
に
関
わ
る
大
変
重
大
な
事
案
と
受
け
止
め
て
い
る
︒

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
定
義
に
基
づ
い
た
取
組
み
が
教
職
員

全
体
に
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
発
生
し
た
︒

今
後
は
︑
全
教
職
員
の
当
事
者
意
識
を
よ
り
高
め
て
い
く

研
修
会
な
ど
を
行
い
︑
再
発
防
止
に
向
け
注
意
喚
起
を
継

続
す
る
︒

個
別
避
難
計
画
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

問
／
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の
個
別
避
難
計
画
に
つ

い
て
︑
当
市
で
は
町
内
会
が
中
心
に
作
成
し
て
い
る
が
︑

関
係
機
関
等
と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
︒

答
／
対
象
と
な
る
８
︑
２
６
２
人
の
計
画
を
町
内
会
︑
民

生
・
児
童
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
力
を
借

り
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

上
越
市
立
小
中
学
校
の

適
正
配
置
と
地
域
の
未
来

宮
﨑

　朋
子
(
創
風
)

が
ん
治
療
に
伴
う
外
見

　

変
化
に
対
す
る
支
援
を

　

山
田

　忠
晴
(
公
明
党
)

最
近
の
農
業
情
勢
へ
の

　

市
の
対
応
は

　
　
　
　
　

武
藤

　正
信
(
創
風
)

問
／
市
長
は
︑
し
ば
し
ば
﹁
や
る
気
の
あ
る
地
域
は
応
援

し
︑
や
る
気
の
な
い
地
域
は
応
援
し
な
い
﹂
と
発
言
し
て

い
る
が
︑
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
Ｒ
Ｍ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
競
わ
せ
る
と
い
う
発
想
で
は
な
い
か
︒
あ
わ
せ
て
︑
令

和
４
年
８
月
３
日
の
職
員
研
修
の
講
師
︑
杣
事
務
所
代
表

関
原
剛
氏
の
共
同
体
構
想
﹁
ク
ニ
︵
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
︶
﹂
に
つ

い
て
の
所
見
を
聞
き
た
い
︒
﹁
ク
ニ
﹂
構
想
は
︑
市
長
の

公
約
と
重
な
る
部
分
が
多
く
︑
市
長
の
自
治
の
あ
り
方
・

行
政
経
営
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
︒
Ｒ
Ｍ
Ｏ
︑
ク
ニ
と
い
う
２
つ
の
仕
組
み
を
上
越
市

政
に
い
か
し
て
い
く
考
え
と
思
う
が
ど
う
か
︒

答
／
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
は
︑
﹁
地
域
の
暮
ら
し
や
生
活
を
守
る
た

め
︑
地
域
で
暮
ら
す
様
々
な
関
係
者
が
参
加
し
定
め
た
地

域
経
営
の
指
針
に
基
づ
き
︑
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
み
を
持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
﹂
と
さ
れ
て
お
り
︑

当
市
で
は
︑
各
区
の
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
や
一
部
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
が
Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
該
当
す
る
︒
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
担
い
手
な
ど
︑
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
捉
え
て
い
る
︒

　﹁
ク
ニ
﹂
は
﹁
人
口
５
０
０
人
か
ら
１
︑
５
０
０
人
程

度
の
規
模
と
し
︑
Ｒ
Ｍ
Ｏ
が
機
能
し
て
い
る
集
落
等
の
集

合
体
で
あ
り
︑
自
給
的
に
生
き
て
い
く
上
で
の
知
恵
や
技

術
︑
地
域
に
根
差
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
な
ど
を
残

し
︑
自
立
的
な
組
織
と
運
営
能
力
を
持
つ
自
立
的
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る
﹂
と
承
知
し
て
い
る
︒
一
つ
の
参
考
と
受

け
止
め
て
い
る
︒

市
政
と
Ｒ
Ｍ
Ｏ
及
び

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

滝
沢

　一
成
(
政
新
ク
ラ
ブ
)

問
／
こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き
た
が
︑
地
域
資
源
の
活

用
に
よ
る
新
た
な
収
入
源
等
の
確
保
は
︑
中
山
間
地
域
の

若
者
の
雇
用
や
定
住
に
つ
な
が
る
の
か
︒

答
／
地
域
を
よ
く
知
る
団
体
や
総
合
事
務
所
等
が
一
緒
に

な
っ
て
創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
︑
よ
り
地
域
性
・
独
自

性
の
高
い
様
々
な
取
組
み
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
︒

問
／
市
長
は
︑
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
が
重
要
と
答
弁
し
た
が
︑

担
当
部
長
は
真
逆
の
答
弁
を
し
た
︒
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
ら
な

い
状
態
で
︑
計
画
的
に
地
域
独
自
の
予
算
を
編
成
で
き
る

の
か
︒

答
／
地
域
独
自
の
予
算
は
︑
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
計
画

が
な
け
れ
ば
編
成
で
き
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
︒

問
／
地
域
の
団
体
等
の
補
助
金
は
段
階
的
に
７
／
��
に
な

る
が
︑
若
者
の
雇
用
に
つ
な
げ
る
施
策
で
あ
り
︑
補
助
金

に
よ
る
支
援
は
理
に
か
な
っ
て
い
な
い
︒

答
／
取
組
み
を
精
査
し
︑
地
域
の
団
体
の
主
体
性
の
下
で
︑

取
組
み
を
市
と
し
て
促
す
も
の
は
補
助
事
業
に
な
る
が
︑

市
の
責
任
で
実
施
す
る
も
の
は
委
託
事
業
と
し
︑
団
体
等

の
負
担
は
発
生
し
な
い
︒

上
越
市
第
７
次
総
合
計
画
と
公
約

問
／
公
約
﹁
中
川
幹
太
は
必
ず
実
行
し
ま
す
﹂
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
８
つ
の
大
項
目
︑
��
の
小
項
目
の
内
容
は
︑
計

画
の
ど
の
分
野
に
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
︒

答
／
市
民
の
皆
様
に
約
束
し
た
公
約
内
容
を
反
映
す
る
た

め
︑
中
間
答
申
に
向
け
精
査
を
進
め
て
い
く
︒

問
／
統
廃
合
後
の
児
童
の
様
子
は
検
証
し
て
い
る
か
︒

答
／
統
合
前
後
に
実
施
し
た
保
護
者
と
児
童
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
︑
学
習
意
欲
や
友
達
関
係
等
に
お
け
る
不
安

軽
減
︑
学
習
意
欲
の
向
上
等
の
効
果
が
見
ら
れ
た
︒

問
／
学
校
が
無
く
な
っ
た
地
域
の
意
見
は
聞
い
て
い
る
か
︒

長
期
的
に
は
︑
通
学
路
が
な
く
な
る
こ
と
で
︑
道
路
整
備

や
除
雪
等
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
が
ど
う
か
︒

答
／
地
域
へ
の
調
査
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
︑
今
後
も
総

合
事
務
所
や
木
田
庁
舎
で
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
︒

問
／
今
後
︑
多
様
な
学
び
の
環
境
が
想
定
さ
れ
る
︒
公
立

で
あ
っ
て
も
特
色
あ
る
学
校
が
選
ば
れ
︑
移
住
定
住
に
も

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
︒

答
／
基
本
は
︑
学
校
間
格
差
の
な
い
教
育
の
保
証
で
あ
り
︑

そ
の
上
で
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
小
中
一
貫
教

育
に
取
り
組
ん
で
き
た
︒
移
住
定
住
の
観
点
で
は
︑
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

問
／
文
科
省
で
は
︑
廃
校
施
設
利
活
用
の
Ｐ
Ｒ
や
補
助
金

の
活
用
情
報
を
出
し
て
い
る
︒
当
市
も
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
︒

答
／
行
政
目
的
で
の
活
用
や
地
域
へ
の
一
部
貸
出
の
例
は

あ
る
︒
今
後
は
︑
民
間
事
業
者
の
利
活
用
も
積
極
的
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
︒
施
設
の
老
朽
化
等
の
課
題
も

あ
る
が
︑
地
域
の
意
向
も
聞

き
な
が
ら
︑
全
国
の
事
例
を

参
考
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

問
／
が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化
に
対
す
る
ケ
ア
︵
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
︶
に
つ
い
て
︑
脱
毛
の
場
合
は
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
︵
か
つ
ら
︶
等
︑
高
額
で
が
ん
患
者
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
︒
が
ん
患
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
︑

こ
れ
ら
の
購
入
費
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
か
︒

答
／
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の
ケ
ア
用
品
の
購
入
に
対
す
る

助
成
に
つ
い
て
は
︑
車
い
す
や
歩
行
器
等
の
基
本
的
な
生

活
を
維
持
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
補
装
具
と
は
性
質
が

異
な
る
物
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
直
ち
に
支
援
を
行
う
考

え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
︒

雨
水
貯
蔵
タ
ン
ク
の
設
置
補
助
を

問
／
防
災
・
減
災
の
意
識
か
ら
︑

敷
地
内
に
雨
水
を
貯
め
て
有
効
活

用
し
た
り
︑
道
路
の
冠
水
に
対
応

し
よ
う
と
考
え
た
り
す
る
市
民
も

少
な
く
な
い
︒
雨
水
貯
蔵
タ
ン
ク

を
設
置
し
た
い
市
民
に
対
し
︑
購

入
及
び
設
置
費
を
補
助
す
る
制
度

を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
︒

答
／
雨
水
貯
蔵
タ
ン
ク
に
つ
い
は
︑
宅
地
に
降
っ
た
雨
を

一
時
的
に
タ
ン
ク
に
貯
め
る
も
の
で
︑
現
在
︑
国
や
県
︑

市
な
ど
で
進
め
て
い
る
﹁
流
域
治
水
﹂
に
お
け
る
雨
水
の

流
出
を
抑
制
す
る
た
め
︑
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
他
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
︒

問
／
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上
越
が
示
し
た
米
の
仮
渡
金
に
つ
い

て
︑
昨
年
は
大
幅
に
下
落
し
た
が
︑
今
年
は
３
年
振
り
の

増
額
に
な
っ
た
︒
毎
年
の
米
価
の
変
動
は
︑
農
家
の
経
営

に
即
影
響
す
る
が
︑
市
の
対
応
は
ど
う
か
︒

答
／
こ
の
度
の
仮
渡
金
は
増
額
に
な
っ
た
が
︑
安
易
に
令

和
５
年
の
生
産
が
主
食
米
に
傾
く
こ
と
が
な
い
よ
う
︑
今

後
の
中
食
需
要
の
動
向
や
国
の
転
作
助
成
制
度
等
を
注
視

し
︑
適
切
に
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
推
進
し
て
い
く
︒

ま
た
︑
農
業
の
根
幹
を
成
す
水
田
農
業
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
る
た
め
︑
引
き
続
き
︑
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
︑
農
業
者
に
的
確
な
需
給
情
報
等
を
提
供
し
︑
国
や
県

に
対
し
各
種
対
策
の
維
持
・
強
化
を
働
き
か
け
て
い
く
︒

問
／
肥
料
・
農
薬
等
の
農
業
資
材
は
︑
価
格
が
従
来
の
２

倍
近
く
に
な
る
も
の
が
あ
り
︑
Ｊ
Ａ
で
は
早
期
予
約
申
込

を
促
し
︑
品
物
の
調
達
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

が
︑
市
の
対
応
は
ど
う
か
︒

答
／
Ｊ
Ａ
か
ら
は
︑
早
期
予
約
申
込
を
促
し
て
い
る
の

は
︑
全
体
量
を
早
め
に
把
握
し
︑
よ
り
確
実
に
肥
料
を
確

保
す
る
た
め
と
聞
い
て
い
る
︒
市
で
は
︑
令
和
４
年
９
月

定
例
会
に
お
い
て
︑
農
業
資
材
高
騰
の
影
響
の
長
期
化
を

見
据
え
た
県
の
支
援
策
の
活
用
に
向
け
︑
補
正
予
算
を
提

案
し
た
︒
ま
た
︑
化
学
肥
料
を
抑
え
た
環
境
保
全
型
農
業

の
推
進
の
ほ
か
︑
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
な
ど
︑
農
業
経
営
の
体
質
改
善
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
︒

地
域
独
自
の
予
算
で
若
者

の
雇
用
や
定
住
図
れ
る
か

丸
山

　章
(
政
新
ク
ラ
ブ
)

旧宇津小学校に立つ
二宮尊徳像（牧区）

高
田
図
書
館
で
も
自
習
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

中
土
井

　か
お
る
(
み
ら
い
)
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問
／
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
︑
過
去
に
強
い
副
反

応
が
出
た
子
ど
も
が
い
た
こ
と
か
ら
︑
約
９
年
間
に
わ
た

り
差
し
控
え
ら
れ
て
い
た
が
︑
令
和
３
年
��
月
に
積
極
的

接
種
勧
奨
が
再
開
し
た
︒
そ
の
経
緯
と
︑
市
内
で
の
接
種

時
に
お
け
る
現
在
の
副
反
応
の
状
況
は
ど
う
か
︒

答
／
国
か
ら
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
た
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
確
保
の
通
知
が
あ
り
︑
再
開
さ
れ
た
︒
令
和

３
年
か
ら
令
和
４
年
７
月
末
ま
で
に
８
６
２
人

接
種
し
た
が
︑
強
い
副
反
応
は
出
て
い
な
い
︒

問
／
子
ど
も
た
ち
自
身
が
知
識
を
持
て
る
よ
う
に
︑
学
校

で
性
教
育
の
一
貫
と
し
て
︑
助
産
師
等
か
ら
病
気
の
話
と

予
防
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
︒
ま
た
︑
保
護
者
に
も
再
開
の
経
緯
や
現
在
の

状
況
等
を
具
体
的
に
説
明
し
︑
理
解
・
納
得
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
︒

答
／
保
護
者
の
理
解
は
大
事
と
考
え
る
︒
子
ど
も
た
ち
へ

の
説
明
は
︑
今
後
助
産
師
と
も
相
談
・
検
討
し
て
い
く
︒

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
命
率
向
上
を
目
指
し
て

問
／
現
在
︑
市
所
管
の
２
４
３
施
設
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
︑
建
物
内
に
あ
る

た
め
︑
夜
間
等
に
心
停
止
し
た
傷
病
者
を
救
お
う
と
し
て

も
︑
施
錠
に
よ
り
約
９
割
が
使
用
で
き
な
い
︒
夜
間
や
休

日
で
も
使
え
る
よ
う
に
︑
設
置
場
所
の
検
討
が
必
要
で
は
︒

答
／
非
常
時
に
は
︑
夜
間
や
休
日
に
お
い
て
も
︑
必
ず
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
使
え
る
よ
う
な
対
処
方
法
を
検
討
す
る
︒

春
日
山
の
観
光
地
化
に
　

向
け
民
間
提
案
の
実
現
を
！

小
林
　
和
孝
(
政
新
ク
ラ
ブ
)

小
木
・
直
江
津
航
路
の
　

活
性
化
を
　
　
　
　
　
　

江
口
　
修
一
(
久
比
岐
野
)

組
織
風
土
の
改
善
を
最
優

先
す
べ
き
で
は
な
い
か
　

栗
田
　
英
明
(
政
新
ク
ラ
ブ
)

問
／
女
性
の
月
経
随
伴
症
状
に
関
す
る
市
の
対
応
は
︒

答
／
人
に
話
す
こ
と
を
た
め
ら
い
が
ち
な
健
康
上
の
悩
み

に
対
し
︑
適
切
か
つ
丁
寧
に
相
談
支
援
を
行
う
︒

問
／
月
経
困
難
症
に
つ
い
て
︑
小
・
中
学
校
で
の
正
し
い

知
識
の
教
育
や
相
談
し
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
︒

答
／
児
童
生
徒
へ
正
し
い
知
識
の
教
育
を
進
め
る
と
と
も

に
︑
相
談
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
る
︒

問
／
女
性
の
生
涯
を
通
し
た
健
康
支
援
や
︑
昨
今
の
社
会

問
題
で
あ
る
﹁
生
理
の
貧
困
﹂
と
い
っ
た
課
題
等
に
取
り

組
む
た
め
︑
分
野
横
断
的
機
能
を
強
化
す
る
考
え
は
︒

答
／
﹁
健
康
相
談
﹂
や
﹁
女
性
相
談
﹂
︑
﹁
労
働
相
談
﹂

等
︑
各
種
窓
口
を
開
設
し
︑
専
門
職
等
が
対
応
し
て
い
る
︒

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
県
で
取
り
組
む
﹁
に
い

が
た
Ｒ
ｉ
ｂ
ｂ
ｏ
ｎ
　
ｎ
ｅ
ｔ
﹂
の
趣
旨
に
賛
同
し
︑
生

理
用
品
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
︒

市
内
の
海
岸
か
ら
ご
み
を
減
ら
し
景
観
を
守
ろ
う
！

問
／
海
岸
周
辺
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
は
︒

答
／
引
き
続
き
︑
市
民
の
海
岸
清
掃
活
動
を
支
援
し
︑
関

係
機
関
と
連
携
し
た
清
掃
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
︑
市
民
へ

の
環
境
問
題
の
普
及
啓
発
︑

市
で
で
き
る
取
組
み
を
着
実

に
進
め
る
と
と
も
に
︑
他
の

自
治
体
の
取
組
み
等
も
研
究

し
て
い
く
︒

女
性
が
イ
キ
イ
キ
輝
け
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
！

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子(
久
比
岐
野
)

問
／
適
切
に
管
理
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
空
き
家
等
は
︑
防

災
等
の
面
で
近
隣
に
影
響
を
及
ぼ
す
︒
町
内
会
と
情
報
を

共
有
し
︑
注
視
す
る
た
め
に
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
︒

特
に
︑
老
朽
し
た
空
き
家
等
に
つ
い
て
は
︑
屋
根
雪
に
よ

り
倒
壊
の
危
険
が
増
す
が
︑
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
︒

ま
た
︑
県
道
や
市
道
沿
い
の
特
定
空
き
家
等
は
︑
歩
行
者

の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
場
合
︑
県
と
市
の
垣
根
を
超
え
た

連
携
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
︒

答
／
所
有
者
に
対
し
︑
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
助
言
︑
指

導
の
強
化
に
努
め
て
い
る
︒
市
や
町
内
会
か
ら
の
再
三
の

要
請
に
応
じ
な
い
場
合
等
︑
第
三
者
に
危
害
が
及
ぶ
可
能

性
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
︑
道
路
管
理
者
等
と

連
携
し
た
保
全
措
置
を
実
施
す
る
ほ
か
︑
条
例
に
基
づ
き

屋
根
雪
下
ろ
し
を
実
施
す
る
必
要
も
あ
る
︒

浄
水
場
の
適
切
な
水
質
管
理
を

問
／
切
越
浄
水
場
か
ら
供
給
さ
れ
る
水
道
水
の
異
臭
事
案

に
つ
い
て
︑
原
因
と
今
後
の
対
策
を
聞
き
た
い
︒

答
／
令
和
４
年
７
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
水
道
水
か

ら
カ
ビ
や
墨
汁
の
よ
う
な
臭
い
が
発
生
し
︑
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
︒
６
月
の
少
雨
や
高
温
に
よ
り
原
水
の
水
温
が

上
昇
し
︑
藻
類
等
の
微
生
物
の
繁
殖
が
盛
ん
に
な
り
︑
水

道
水
に
影
響
が
出
た
︒
今
後
︑
同
様
の
事
案
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
︑
迅
速
に
対
応
す
る
設
備
の
設
置
を
予
定
す

る
と
と
も
に
︑
原
水
の
水
質
の
変
化
に
も
十
分
意
を
用
い

な
が
ら
安
全
な
供
給
に
努
め
て
い
く
︒

問
／
上
越
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
外
の
施
設
設
備
の

整
備
や
飲
食
施
設
を
含
む
物
産
館
や
仮
称
春
日
山
歴
史
博

物
館
の
新
設
等
の
民
間
か
ら
の
提
案
は
︑
市
長
懸
念
の
春

日
山
城
の
観
光
資
源
不
足
を
補
う
も
の
と
考
え
る
が
︑
そ

れ
ら
を
実
現
す
る
考
え
は
な
い
か
︒
ま
た
︑
市
長
の
ビ

ジ
ョ
ン
・
構
想
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

答
／
春
日
山
城
周
辺
は
︑
大
勢
の
方
々
が
訪
れ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
︑
来
訪
者
を
受
け
入
れ
る

環
境
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
中
︑

こ
れ
ま
で
に
受
領
し
た
春
日
山
保
存
整
備
促
進
協
議
会
や

上
越
商
工
会
議
所
︑
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
か

ら
の
提
言
や
要
望
に
は
︑
謙
信
公
や
ゆ
か
り
の
人
物
な
ど

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
︑
食
や
物
販
が
提
供
で
き
る
拠
点

施
設
の
設
置
や
駐
車
場
︑
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
恒
久
的
な

建
造
物
の
整
備
に
関
し
︑
私
の
考
え
る
通
年
観
光
の
構
想

と
共
通
す
る
部
分
が
複
数
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
︒
加
え

て
第
百
回
謙
信
公
祭
を
は
じ
め
と
す
る
記
念
事
業
や
新
た

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
︑
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
な
ど
と
合
わ
せ
て
︑
義
の
精
神
を
伝

え
る
取
組
み
も
実
施
し
た
い
︒

　
私
の
構
想
に
つ
い
て
は
︑
今
後
も
地

域
の
皆
様
や
観
光
事
業
者
の
方
々
と
議

論
を
重
ね
な
が
ら
︑
春
日
山
エ
リ
ア
の

目
指
す
姿
や
取
組
内
容
︑
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
整
備
計
画
と
し
て
ま
と
め
上

げ
︑
市
民
に
示
し
て
い
き
た
い
︒

問
／
小
木
・
直
江
津
航
路
へ
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航
の
期

待
感
と
利
用
者
増
加
に
向
け
た
取
組
み
を
聞
き
た
い
︒

答
／
佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
北

陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
を
控
え
た
時
期

の
就
航
は
喜
ば
し
い
︒
様
々
な
周
遊
プ

ラ
ン
を
提
案
す
る
等
︑
当
市
の
経
済
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
組
み
に
注
力
す
る
︒

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
べ
き

問
／
自
転
車
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
︒

答
／
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
動
画
配
信

等
︑
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
た
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
に
取
り
組
む
︒

行
政
Ｄ
Ｘ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を

問
／
行
政
Ｄ
Ｘ
の
取
組
状
況
は
︒

答
／
様
々
な
行
政
課
題
の
解
決
の
た

め
︑
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
利
活
用
を
進

め
て
い
る
︒

問
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
応
募
す

る
考
え
は
な
い
か
︒

答
／
第
７
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
政
策
・
施
策
の
推
進
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
寄
与
す
る
︒
環
境
・
経
済
・
社

会
の
側
面
か
ら
総
合
的
に
推
進
し
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

選
定
に
向
け
︑
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
︒

問
／
中
川
市
長
は
﹁
職
員
に
元
気
が
な
い
﹂
と
言
っ
た
よ

う
だ
が
︑
そ
の
原
因
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
︒

答
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
や
活
発
な
議
論
の

不
足
︑
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
組
織
風
土
が
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
る
︒

問
／
職
員
の
意
見
調
査
の
結
果
も
﹁
組
織
風
土
﹂
が
課
題

で
あ
る
と
の
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
︒
人
事
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
︑
具
体
的
な
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
︑

組
織
風
土
の
改
善
を
最
優
先
事
項
と
し
て
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
︒

答
／
人
事
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
︑
人
事
改
革
の
方
針

を
示
し
て
い
る
︒
組
織
風
土
の
改
善
は
︑
具
体
的
な
取
組

み
の
積
み
重
ね
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

問
／
新
市
長
が
誕
生
し
て
︑
多
く
の
職
員
は
組
織
風
土
が

変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
︒
今
が
チ
ャ
ン

ス
︑
時
間
を
か
け
ず
に
や
っ
て
ほ
し
い
︒

答
／
早
急
に
取
組
案
を
示
し
て
い
き
た
い
︒

新
た
な
組
織
体
制
が
示
さ
れ
た
が

問
／
令
和
３
年
��
月
定
例
会
で
︑
副
市
長
４
人
制
や
政
策

諮
問
委
員
の
予
算
は
否
決
さ
れ
た
が
︑
そ
の
後
︑
状
況
の

変
化
等
は
あ
っ
た
か
︒

答
／
山
積
す
る
課
題
の
解
決
や
第
７
次
総
合
計
画
策
定
を

推
進
す
る
た
め
に
︑
４
セ
ク
シ
ョ
ン
に
副
市
長
を
そ
れ
ぞ

れ
置
き
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
︒
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
導
入
も
検
討
し
て
い
る
︒

適
切
な
空
き
家
対
策
で
　

暮
ら
し
の
安
全
性
確
保
を

本
山
　
正
人
(
み
ら
い
)

米沢市上杉博物館 環境美化活動によるごみ

り

ぼ

ん
　
　
　
ね
っ
と

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
　

接
種
に
丁
寧
な
説
明
を
！

高
山
　
ゆ
う
子
(
み
ら
い
)
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問
／
岸
田
首
相
が
打
ち
出
し
た
﹁
次
世
代
型
原
発
の
開

発
・
建
設
の
検
討
﹂
︑
﹁
既
存
原
発
の
最
大
限
の
活
用
﹂

な
ど
の
新
方
針
に
つ
い
て
は
︑
原
発
か
ら
��
㎞
圏
内
の
自

治
体
の
首
長
と
し
て
撤
回
を
求
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
︑

市
長
の
認
識
を
聞
き
た
い
︒

答
／
新
方
針
は
︑
政
府
の
﹁
Ｇ
Ｘ
実
行
会
議
﹂
に
お
い
て

表
明
さ
れ
た
も
の
だ
︒
今
後
︑
検
討
を
進
め
る
方
策
の
一

つ
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
︑
今
後
︑
専
門
家
等
の

意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
︑
当
会
議
の
中
で
議
論
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
︒
方
針
で
示
さ
れ
た
内
容
自
体
が
こ

れ
か
ら
具
体
的
に
検
討
に
入
る
も
の
で
あ
る
た
め
︑
現
時

点
で
は
︑
考
え
を
示
す
つ
も
り
は
な
い
︒

問
／
市
長
が
公
約
に
掲
げ
た
こ
と
と
全
く
違
う
︒
自
ら
の

公
約
に
照
ら
し
て
︑
お
か
し
い
と
国
に
言
う
べ
き
だ
︒

﹁
上
越
市
原
子
力
災
害
に
備
え
た
屋
内
退
避
︑
避
難
計

画
﹂
を
更
新
す
べ
き
で
な
い
か
︒

答
／
こ
れ
ま
で
に
整

理
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
︑
令
和
４
年
度

末
ま
で
に
︑
当
市
の

計
画
に
反
映
し
て
い

く
︒
さ
ら
に
﹁
随
時

更
新
﹂
し
て
い
く
︒

ビ
ジ
ョ
ン
無
し
、
誠
意

　

あ
る
答
弁
無
し
に
失
望

　

宮
越

　馨
(
無
所
属
)

県
知
事
要
望
か
ら
５
年
、

そ
の
後
の
働
き
か
け
は

　

渡
邉

　隆
(
久
比
岐
野
)

性
的
少
数
者
へ
の
支
援
を

平
良
木

　哲
也
(
日
本
共
産
党
議
員
団
)

問
／
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
︵
仮
称
︶
地
域
独
自
の
予
算

の
対
象
と
な
る
の
か
︒

答
／
﹁
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
収
入
源
や
雇
用
の

創
出
等
に
つ
な
が
る
取
組
み
﹂
や
﹁
地
域
で
の
暮
ら
し
や

す
さ
に
つ
な
が
る
助
け
合
い
等
の
取
組
み
﹂
を
期
待
し
て

お
り
︑
予
算
化
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
︑
地

域
に
効
果
が
還
元
さ
れ
る
公
益
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
え
て
い
る
︒

問
／
こ
れ
ま
で
地
域
活
動
支
援
事
業
を
活
用
し
て
き
た
取

組
み
の
う
ち
︑
地
域
独
自
の
予
算
の
対
象
と
な
ら
な
い
取

組
み
に
つ
い
て
は
︑
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
︒

答
／
総
合
事
務
所
等
が
提
案
団
体
に
理
由
を
丁
寧
に
説
明

す
る
と
と
も
に
︑
国
や
県
の
支
援
制
度
の
紹
介
や
助
言
・

相
談
等
の
対
応
を
し
て
い
く
︒
ま
た
︑
地
域
の
団
体
等
か

ら
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
︑
地
域
独
自
の
予
算
の
仕

組
み
を
確
定
し
て
い
く
と
と
も
に
︑
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
︑
試
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
︑
取
組
み
を
実

現
し
て
い
き
た
い
︒

人
事
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
状
況
は

問
／
今
後
ど
の
よ
う
な
執
行
体
制
を
目
指
す
の
か
︒

答
／
第
７
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
た
４

つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
﹁
行
財
政
基
盤
・
防
災
﹂
﹁
産
業
・
魅

力
創
造
﹂
﹁
健
康
福
祉
・
子
育
て
﹂
﹁
総
合
政
策
﹂
を
設

定
し
︑
各
セ
ク
シ
ョ
ン
を
副
市
長
が
統
括
す
る
こ
と
で
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強
化
を
図
る
︒

(
仮
称
)
地
域
独
自
の

　

予
算
の
検
討
状
況
は

　
　

安
田

　佳
世
(
久
比
岐
野
)

問
／
利
用
者
等
か
ら
の
意
見
や
要
望
︑
課
題
や
問
題
は
あ

る
か
︒

答
／
高
等
学
校
か
ら
は
︑
保
護
者
へ
の
制
度
の
周
知
に
つ

い
て
要
望
が
あ
り
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
等
で
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
よ
う
に
し
た
︒
学
生
か
ら
は
併
用
可
能
な
奨
学
金
は
あ

り
が
た
い
と
の
声
が
あ
る
一
方
で
︑
返
還
の
負
担
が
大
き

く
な
り
︑
返
済
が
滞
る
問
題
も
あ
る
︒
市
で
は
事
情
を
聞

き
︑
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
︒

問
／
返
還
義
務
の
な
い
給
付
型
の
奨
学
金
を
創
設
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
︒

答
／
大
学
等
の
卒
業
後
︑
当
市
へ
の
定
住
を
促
し
て
い
く

観
点
も
含
め
な
が
ら
︑
奨
学
金
の
返
還
時
の
支
援
を
中
心

に
検
討
し
て
い
る
︒

子
育
て
支
援
政
策
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

問
／
コ
ロ
ナ
拡
大
前
と
後
で
の
出
生
数
に
変
化
が
見
ら
れ

る
か
︒
コ
ロ
ナ
禍
は
子
育
て
世
帯
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
か
︒

答
／
出
生
数
に
影
響
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い

が
年
々
減
少
し
て
い
る
︒
雇
用
環
境
が
悪
化
し
︑
家
計
負

担
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
︒

問
／
先
進
自
治
体
の
政
策
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
は
︒

答
／
当
市
の
子
育
て
支
援
に
効
果
的
で
あ
る
か
を
見
極
め

な
が
ら
選
択
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
先
進
的
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
︑
子
育
て
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

問
／
市
長
は
︑
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
ま
で
市
民
任
せ
の
丸
投
げ

姿
勢
で
︑
市
の
発
展
を
大
き
く
阻
害
さ
せ
る
！

答
／
行
政
都
合
を
優
先
せ
ず
現
場
主
義
を
徹
底
す
る
︒

問
／
８
つ
の
公
約
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
選
挙
公
約
し
た
と
の
こ
と
だ
が
そ
の
事
実
は
無
い
︒
公

約
詐
称
で
は
な
い
か
︒

答
／
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た
内
容
と
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

内
容
に
多
く
の
重
な
る
部
分
が
あ
り
︑
そ
の
よ
う
な
発
言

を
し
た
︒

問
／
複
数
の
記
念
式
典
に
お
け
る
挨
拶
文
の
取
り
違
い
ミ

ス
問
題
は
︑
関
係
者
は
も
と
よ
り
市
民
も
大
変
憤
慨
し
て

い
る
が
︑
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
︒

答
／
誤
っ
て
違
う
式
典
の
挨
拶
文
を
読
ん
で
し
ま
い
︑
主

催
者
な
ど
の
皆
様
に
は
大
変
失
礼
な
振
る
舞
い
だ
っ
た
︒

深
く
反
省
し
て
い
る
︒

問
／
納
得
し
た
上
で
の
政
策
協
定
の
中
で
︑
す
ぐ
や
る
べ

き
課
題
に
な
ぜ
着
手
し
な
い
か
︒

答
／
納
得
し
た
も
の
し
か
や
ら
な
い
︒

問
／
政
策
協
定
で
約
束
し
た
私
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
せ
る

体
制
を
い
つ
ま
で
に
と
る
の
か
！

答
／
直
ち
に
整
え
る
考
え
は
な
い
︒

原
油
高
・
物
価
高
で
困
窮
す
る
市
民
の
た
め
に
！

問
／
全
世
帯
の
水
道
料
金
に
減
免
措
置
を
講
じ
て
は
︒

答
／
今
後
の
事
業
運
営
に
支
障
を
来
し
︑
将
来
世
代
に
負

担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
︑
講
じ
な
い
︒

問
／
上
越
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
移
設
・
充
実
に
つ

い
て
︑
前
市
長
は
自
身
の
保
健
所
業
務
に
携
わ
っ
た
経
験

を
も
と
に
﹁
あ
の
施
設
の
中
で
犬
や
猫
の
譲
渡
を
見
た
人

は
︑
ど
ん
な
思
い
を
も
つ
の
か
︒
市
民
の
皆
さ
ん
︑
団
体
︑

愛
護
団
体
を
含
め
て
話
を
聞
き
な
が
ら
︑
県
に
対
し
て
要

望
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
︒
﹂
と
見
解
を
示
し
︑

平
成
��
年
��
月
に
上
越
市
と
上
越
動
物
愛
護
協
会
上
越
支

部
の
連
名
で
県
知
事
宛
て
に
要
望
し
た
︒
現
在
の
働
き
か

け
の
状
況
は
ど
う
か
︒

答
／
要
望
書
を
提
出
し
た
際
︑
県
か
ら
は
︑
動
物
の
譲
渡

会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
︑
広
く
︑
ま
た
利
便
性
の
高
い

市
の
施
設
を
活
用
し
た
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑

市
で
は
︑
市
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
参
加
し
や
す
い
場

所
で
譲
渡
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
︑
上
越
科
学
館
の
一
室

を
猫
の
譲
渡
会
の
会
場
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
の
取
組
み

を
進
め
た
︒
現
在
︑
県
に
お
い
て
上
越
動
物
保
護
管
理
セ

ン
タ
ー
の
移
転
の
計
画
は
な
く
︑
現
施
設
の
環
境
整
備
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
く
︒
県
の
譲
渡
会
に
施
設
提
供

を
す
る
な
ど
し
て
協
力
す
る
︒

問
／
譲
渡
を
推
進
し
て
い
る
環
境
と
は
言
え
な
い
︒
ま
た

県
と
協
力
で
き
な
い
か
︒

答
／
当
時
︑
県
に
お
願
い
を
し
た
が
︑
根
本
の
解
決
に
は

至
ら
な
か
っ
た
︒
県
の
施
設
で
あ
り
︑
市
が
主
導
で
進
め

ら
れ
な
い
中
で
︑
今
回
議
員
か
ら
質
問
を
さ
れ
︑
な
ん
と

か
な
ら
な
い
か
と
思
っ
た
︒
き
ち
ん
と
議
論
を
し
て
い
く

時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
て
い
る

問
／
生
き
づ
ら
さ
な
ど
困
難
を
抱
え
て
い
る
性
的
少
数
者

を
ど
う
把
握
し
︑
ど
う
支
援
し
て
い
る
の
か
︒
同
性
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

答
／
現
時
点
で
は
︑
目
立
っ
た
偏
見
や
差
別
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
︒
市
民
相
談
の
対
応
や
市
民
セ
ミ
ナ
ー
︑
職

員
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
︒
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

に
は
対
象
に
な
ら
な
い
制
度
等
が
あ
る
た
め
︑
法
整
備
を

求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
︒

問
／
差
別
や
偏
見
は
な
い
と
い
う
認
識
自
体
が
問
題
だ
︒

あ
ま
り
に
も
鈍
感
で
は
な
い
か
︒
も
う
少
し
勉
強
す
べ
き

だ
︒

答
／
当
事
者
の
方
か
ら
直
接
訴
え
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
︒

本
当
の
意
味
で
研
究
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

認
識
し
て
い
る
︒

問
／
そ
の
認
識
で
あ
れ
ば
︑
な
ぜ
制
度
創
設
を
し
な
い
の

か
︒
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
︑
非
常
に
遅
れ
て
お
り
︑

政
府
の
責
任
で
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
だ

が
︑
自
治
体
で
も
で
き
る
こ
と
は
あ
り
︑
多
く
の
自
治
体

で
や
っ
て
い
る
︒
ど
う
し
て
で
き
な
い
の
か
︒

答
／
提
案
す
る
に
は
︑
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
必
要
で
あ
り
︑

性
的
少
数
者
の
存
在
確
認
が
必
要
だ
︒

問
／
そ
れ
は
あ
ん
ま
り
だ
︒
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
こ
と

自
体
が
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
の
に
︑
そ
れ
を
強
制
す

る
よ
う
な
冷
た
い
姿
勢
で
い
い
の
か
︒

答
／
大
切
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
︑
政
策
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
︒

上
越
市
の
奨
学
金
制
度

　

鈴
木

　め
ぐ
み
(
政
新
ク
ラ
ブ
)

岸
田
政
権
の
原
発
新
方
針

の
撤
回
を
求
め
る
べ
き
だ

橋
爪

　法
一(
日
本
共
産
党
議
員
団
)



■９月定例会の審議内容等について報告するほか、市民の皆さんから幅広く意見をお聞きします。

■申込み不要で、途中参加、途中退席も可能です。仕事帰りや休日に、お気軽にご参加ください。

１１月 ５ 日 ㊏ １０:００〜１１:３０ 牧コミュニティプラザ

１１月 ８ 日 ㊋ １８:３０〜２０:００ カルチャーセンター

１１月 ９ 日 ㊌ １８:３０〜２０:００ 吉川コミュニティプラザ

１１月 １０ 日 ㊍ １８:３０〜２０:００ 大島地区公民館

（有田地区公民館）

Ｓｉｎｃｅ２００８

上越市議会

議会報告会・意見交換会

どなたでも、 どの会場でもご参加いただけます !

11月30日 ㊌～

　猛暑に続き巨大台風の襲来と、このところの天

候不順は心配になるばかりです。災害対策にも力

を入れてきた昨年度の市政運営を振り返る決算審

査が行われた９月議会の様子をまとめた議会だよ

りをお届けします。市政が身近になることを願っ

ています。　　　広報広聴委員会　平良木　哲也

常任委員会　12月１日 ㊍  ～６日 ㊋
一般質問　　12月７日 ㊌ ～12日 ㊊

上越市議会
ホームページ
上越市議会
ホームページ

表紙写真　直江津沖でメタンハイドレートの研究調査を行う地球深部探査船「ちきゅう」（協力：ＪＡＭＳＴＥＣ）表紙写真　直江津沖でメタンハイドレートの研究調査を行う地球深部探査船「ちきゅう」（協力：ＪＡＭＳＴＥＣ）

次回の定例会は

編集後記

Topics!
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※日程が変更となる場合は、市議会ホームページ等で
　お知らせします。

全国市議会議長会から表彰状と感謝状が贈られました。

石田議長 小林議員飯塚議員


